
このたびは、lltにlk)(〕c】1■ 1ギ ステレオCDラジオをお買い上げいただき、

誠にありがとうこざいます。

△ 警 告 電気製品は安全のため注意事項を守らないと、火災や人身事故になることがあります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱い方を示しています。“この取扱説明書

をよくお読みの上、製品を安全にお使いください。"なお、お読みになられた後は、こ使用時にいつでも見られま

すよう大切に保存してください。
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電気製品は間違つた使い方をすると火災や感電による人身事故につながる可能性があります。このような事故を
防ぐために、この取扱説明書をよくお読みになり、注意事項を必ずお守りください。注意事項は、取り扱いを誤っ
た場合に予想される事故の大きさによって3段階に表示しています。

絵表示について

この取扱説明書では、製品を安全
に正しくお使いいただき、あなたや

△ 危険
この零不を無視して、誤つた取扱をすると、火災1馨電、

黎裂など尊 り死亡したり、大けがなどを負う可能.睦が想
定される内容ですも               ‐

磐軌翻 鮒ξ忌△讐善‐籠麿麓塩蒸翼憩摯が売
=ま絵表示をしています。  | |

ハ注言i隠  褻姜
邊晰撃

その表示と意味は次のようになって
いますも内容をよく理解してから、

本文をお読みください。  |

絵表示の使用例 △記号は、注意 (危険、警告を含む)を促す内容があることを告
げるものです。(左図の場合は感電注意が描かれています。)

O記号は、禁上の行為であることを告げるものです。
(左図の場合は分解禁止が描かれています。)

●記号は、行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです。
(左図の場合ぃ、ACアダプタ

=を
コンセントから抜く、が描かれて

います。)               .

※この製品の故障、誤動作、不具合などによって発生した附随的損害補償につきましては、当社は一切その
責任を負いませんので、あらかじめこ了承ください。
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△
ｅ
饒

●万一、煙が出ている、変なにおいや音が

するなどの異常を感知したら、すぐに機

器本体の電源スイッチを切り、必ずAC
アダプターをコンセントから抜いてくださ

い。そのまま使用すると、火災 感電の

原因になります。

煙が出なくなるのを確認して販売店に修

理を依頼してください。

Θ
水かけ禁止

●浴室やシャワー室など、湿度の高いところ

や水はねのある場所では使用しないでく

ださい。 火災や感電の危険があります。

●雷が鳴り始めたら、安全のためACアダ

プターを抜いてください。

⑪
興

●本体を修理、改造しないでください。

火災 感電の原因となります。 △e
異物が入つた場合は

コンセントから
抜く

●万一、機器の内音倒こ異物が入つた場合は、

ACアダプターをコンセントから抜いて販

売店にこ連絡ください。そのまま使用す

ると、火災 感電の原因となります。

△e
水が入つた
場合は

コンセントから
抜く

●万一、内音剛こ水などが入つた場合は、AC
アダプターをコンセントから抜いて販売

店にl~連絡ください。そのまま使用する

と、火災 感電の原因となります。
Θ
瓢

●表示された電源電圧交流 100ボルト以

外の電圧で使用しないでください。火災

感電の原因となります。

③
瓢

●付属のACアダプターは本製品専用です。

本製品をこ使用の際には必ず付属の電源

ACアダプターをお使いください。また、

付属の∧Cアダプターは絶対に他の製品

には使用しないでください。製品の破損、

もしくは火傷 発煙 火災の原因となる

場合があります。

Θ
難

●ACアダプターコードの上に重いものをの

せたり、コードが本体の下敷きにならな

いようにしてください。コードに傷がつい

て、火災 感電の原因となります。

コードの上を敷物などで覆うことにより、

それに気づかず重いものをのせてしまう

ことがあります。

△
コードを交換する

●ACアダプターコードが傷んだら (芯線の

露出、断線など)、 使用を中止し、修理を

こ依頼ください。

そのまま使用すると、火災 感電の原因

となります。

⑬
瓢

●ACアダプターコードを傷つけたり、加工し

たり、無理に曲げたり、ねじったり、引つ張つ

たり、加熱したりしないでください。コード

が破損して火災 感電の原因となります。

Θ
祉

●この機器を使用できるの1ま 日本国内のみ

です。自動車 船舶などの直流DC電源

には接続しないでください。火災の原因

となります。

IИ |ゝ1注意

Θ
禁止

●調理台や浴室、加湿器のそば7「Sど、湯煙

や湿気が当たるような場所に置かないで

ください。火災 感電の原因となること

があります。

Θ
瓢

・
;甕乳雛蒼△
害を起こすことがあります。

Θ
禁止

●ぐらついた台の上や傾いた場所など不安

定な場所に置かないでください。落ちた

り、倒れたりしてけがの原因となることが

あります。

Θ
祉

●濡れた手でACアタプターを抜き差しし

ないでください。感電の原因となること

があります。

Θ
難

●ACアダプターを抜く時は、コードを引つ張

らないでください。コードが傷つき、火災

感電の原因となることがあります。必ずAC
アダプター本体を持つて抜いてください。

⑬
祉

●∧Cアダプターコードを熱器具に近づけな

いでください。コードの被ふくが溶けて、

火災 感電の原因となることがあります。

2
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Θ
禁止

●窓を閉め切つた自動車の中や直射日光か

当たる場所など、異常に温度が高くなる

場所に放置しないでください。キャビネッ

トや部品に悪い影響を与え、故障の原因

となることがあります。

ら

（」に）『採
コ

●移動させる場合は、必ずACアダプター

をコンセントから抜いて行つてください。

コードが傷つき、火災 感電の原因にな

ることがあります。

コンセントから抜く時は必ずACアダプ

ター本体を持つて抜いてください。

Θ
禁止

●湿気やほこりの多い場所に置かないでく

ださい。火災 感電の原因となることが

あります。 0
アンテナに注意

●移動させる場合は、アンテナをたたんで

ください。伸ばしたまま持ち運ぶと引つ

掛かつたりして折れたり、けがの原因に

なることがあります。△ハ“帥膨漏

●乾電池を挿入する場合、極性表示 (プ

ラス+とマイナスーの向き)に注意し、表

示通り正しく入れてください。

間違えますと乾電池の破裂 液もれによ

り、火災 けがや周囲を汚損する原因と

なることがあります。

△
指を挟まれない

ように注意

●お子様がCD扉の中に手を入れないよう

にl~注意ください。けがの原因となるこ

とがあります。

⑬
難

●指定以外の乾電池は使用しないでくださ

い。また、新しい乾電池と古い乾電池、

アルカリとマンガンなど種類の異なる乾電

池を混ぜて使わないでください。乾電池

の破裂 液もれにより、火災 けがや周

囲を汚損する原因となることがあります。

△
一

●電源を入7rtる前には、音量ボリュームを

最小にしてください。突然大きな音が出

て、聴力障害などの原因になることがあ

ります。

●こ使用になる時は、音量を上げすぎない

ようにr― 注意ください。近隣の迷惑にな

るとともに、耳を束J激するような大きな

音量で長時間続けて聴くと、聴力に悪い

影響を与えることがあります。③
祉

●電磁波を発生させる機器 (携 帯電話、

テレビ、モニター等)に近づけないでく

ださい。電磁波により、お互いの機器が

干渉し、ノイズや混信の原因となります。

e
コンセンヽ から

抜く

●お手入れの際には安全のためACアダプ

ターをコンセントから抜いてください。

感電の原因となることがあります。
e

コンセンヽ から
抜く

●旅行などで長時間本機をこ使用にならな

い時は、安全のため必ずACアダプター

をコンセントから抜き、乾電池も取り外し

てください。火災 液もれの原因となる

ことがあります。

111:|=|=■ 111rl11:=歳庸瞳に安全緯お藤lLalいただくなめ

':1:
乾電池の液もれ、発熱、破裂等の事故を防ぐために、以下のことをお守りください。

△ 警告

大中への投入、加熱、分解をしない

ショートさせない

新しい乾電池と使用した乾電池、種

類の異なる乾電池 (マ ンガンとアルカ

リ)を混ぜて使わない

〓思江̈△

十一の表示通りに入れる

指定以外の乾電池を入れない

使い切つた乾電池はすぐに取り出す

しばらく使わない時は乾電池を取り

外しておく

●万―液もれしたら、液をよく拭き取つてください。また、液が皮膚や衣類に付着した場合はすぐに大量の水で洗い流してくだ

さい。

●万一、もれた液が目に入つた時は、失明の原因となるので、目をこすらず、すぐに水道水などのされいな水で十分に洗い、

ただちに医師に相談してください。

●使用済みの乾電池を廃棄する時、自治体の条例などで決まりがある場合にはそれに従つて廃棄してください。

3



ご使用になる前に

榊 時 卸

…

R⑪ 馴 シ げ
一

月

肛 ≡

』 鶉 鳳

スクの再生に対応しています。            クが入つたt

使用くださtl

●ひびやそりのあるディスクは絶対に使わないでくだ
さい。

●再生面はもちろん、レーベル面にも紙やテープ

などを貼らないでください。

●長い時間使用しない時は、本機から取り出し、ケー

スに入れて保管してください。

●再生面を触れないように持つてください。

再生面コ   レーベル画

●信号面 (虹色に光つている面)を傷つけたり、指紋
等が付かないように持つてください。指紋や汚れが

付いた時は、柔らかい布などで中心から放射状に軽
く拭き取つてください。

●八―卜型や八角形などの特殊形状のディスクは使用
しないでください。機器の故障の原因となります。

財 匿
寒いところから急に暖かいところに移動させると、レンズに水滴がついたり、くもつたりする結露現象が起こりま

す。この状態でこ使用になると、正しく動作しないことがあります。このような時はディスクを取り出して、数分
間放置してください。結露が取り除かれて正常に動作するようになります。

●CD―R/RWディスク、レコーダー、書き込みソフトウェアの種類、状態によつては、再生できなかつたり、
ノイズ、音飛びが生じる場合があります。

●フアイナライズ処理のなされていないデイスクは再生できません。

●本機ではMP3や WMAなど、圧縮されたフォーマットの音楽ディスクの再生はできません。
●Dua D sc(デ ュアルディスク)については、コンパクトディスク(CD)規格に準拠していないため、動作
音質を保証できません。

●現在発売されている「コピーコントロールCD」 と呼ばれる著作権保護技術付音
楽ディスクは、コンパクトディスク (CD)規格に準拠しない特殊ディスクであり、
本製品における再生にあたりましては、動作や音質の保証は致しかねます。音楽
ディスクパッケージの表示をよくお読みください。なお、「コピーコントロール
CD」 の詳細に関しましては、ディスクの発売元または販売元にお問い合わせくだ
さいますようお願い申し上げます。

コピーコツトロールCD

4



電源について

△
△

ACアタプターコードを抜き差ししたり、乾電池を出し入れする時は、電源スイッチを切にして、電源が
切れた状態で行つてください。

電源を切る前には音量 (ボリューム)を最」|こしてください。次に電源を入れて操作した時、突然大きな音
が出て聴力障害などの原因となることがあります。

家 庭 用 コン セ ン トで 使 うに は    |      .||■     ・ ■|‐ ■ |

付属のACアダプターを本機左側面にあるDC入力端子へ接続した後、家庭用コンセントヘ差し込んでください。
※乾電池が入つている場合でも、ACアダプターを接続すると自動的にAC電源に切り換わります。

※本機を使用しない時は、ACアダプターをコンセントから抜いてください。

家庭用コンセントヘ差し込む
AC100∨ (50/60Hz) ―

付属のACアダプターは本製品専用で

す。本製品を家庭用コンセントでこ使用

の際には必ず付属のACアダプターをお

使いください。また、付属のACアダプ

ターは絶対に他の製品には使用しないで

ください。製品の破損、もしくは大傷・

発煙。火災の原因となる場合があります。

DC入力端子

乾電池(別売)で使うには        |     ‐

本機底面の電池カバーを、ツメを外して開けてください。

単 2形乾電池 (別売)を 4本、①Oの向きに注意しながら正しく入れます(下図参照)。

電池を入れ終えた・
~l、

電池カバーを元通りにパチンと音がするまで開めてください。

※乾電池で使う時は、ACアダプターが本機左側面

の DC入力端子から抜かれていることをお確かめ

ください。接続されたままですと乾電池では使用

できません。

※乾電池交換の目安として、乾電池が ,肖 耗すると、

雑音が多くなつたりします。このような状態になつ

たら、乾電池を新しいものと交換してください。

単 2形乾電池×4本 G」売)

5
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脅部の名称

薔銀:菫

:工藤

①CD扉開ボタン

②プログラムボタン

③リピートボタン

④ランダムボタン

⑤停止ボタン

⑥スキップ (―)ボタン

⑦スキップ (+)ボタン

③再生/一時停止ボタン

③FMアンテナ

⑩選局ツマミ

⑪電源ランプ

⑫選局目盛り

⑬FMステレオランプ

⑭ディスプレイ

⑮左スピーカー

⑩右スピーカー

⑫キャリー八ンドル

⑬CD扉

⑬電源スイッチ

⑩外部入力端子

④ヘッドホン端子

⑭DC入力端子

④音量ツマミ

②フアンクション切換スイッチ

④バンド切換スイッチ

④電池カバー

|'5:1111目醸 鋼 面|



ラジオ放送を聴く

電源スイッチを入にします。

※電源が入ると電源ランプが点灯します。
輻

0フ アンクション切換スイッチをラジオに合わせます。

バンド切換スイッチをAM、 FM、 FMステレオのいずれかに合わ

せます。

0選 局ツマミを回して、お聴きになりたい放送局を選びます。

0音 量ツマミを回して、音量を調節します。

ラジオを切るときは、電源スイッチを切にします。

※電源が切れると電源ランプも消灯します。

※フアンクション切換スイッチをCDや外部入力に合わせても電源

は切れません。

●FMステレオ放送を楽しむときは、バンド切換スイッチをFMステレオ

に合わせてください。FMステレオ放送受信時にはステレオ音声を楽

しめます (FMステレオランプが点灯します)。

●FMステレオ受信時に雑音などが入り受信状態が良くないときは、バ

ンド切換スイッチをFM(モノラル受信)にしてください。雑音が緩

和されることがあります。

●AM放送の受信

本機にアンテナが内蔵されています。本機

を動かして最も受信状態の良い向きを見つ

けてください。室内の場合、窓際のほうが

良く受信できます。

※テレビや蛍光灯の近くでAMを受信する

と、雑音が入ることがあります。また室内

アンテナを使用しているテレビの近くで本

機を使用すると、テレビの画像が乱れるこ

とがあります。このような時は本機を離し

てこ使用ください。

●FM放送の受信
FMアンテナを伸ばし、本機の向きや場所を

変えて受信状態が最も良くなるように調節し

ます。

―.持ち運び時は、目をついたり危険ですので、FMアンテナを縮めた

状態で持ち運んでください。
.近隣への迷惑にならないよう、音量には十分注意してください。

アンテナはキャリー八ンドルを立てた状態で伸ばしてください。キヤ

リー八ンドルを倒した状態で伸ばすと、移動時に双方が接触し、破

損や故障の原因となります。

フ

鰊

鰊

躙

躙



CDを聴く

０

０

０

０

０

０

C)再 生/一時停止ボタンを押すと再生が始まります。

音量ツマミを回して、音量を調節します。

再生中に再生/一時停止ボタンを押すと、再生を一時停止します。

もう一度押すと、再生を再開します。

0離 alLめ酬よ祉ボタン押します。

群響
再生中のデイスプレイ表示例。一時

停止中は再生マークが点減します。

電源スイッチを入にします。
※電源が入ると電源ランプが点灯します。

フアンクシヨン切換スイッチをCDに合わせます。

CD扉開ボタンを押して背面のCD扉を開け、レーベル面を手前

側にしてディスクをしつかりと装着します。装着し終えたら、CD
扉の右上部を指で押して扉を閉めます。

CD扉を閉めると自動的にディスクが回転し、収録されている曲

数がディスプレイに表示されます。曲目を選択する場合は、スキッ

プボタン (十/―)選択します。選択しない場合は1曲 目からの

再生になります。

電源を切るときは、電源スイッチを切にします。

※電源が切れると電源ランプも消灯します。

※再生を終える時は必ず停止ボタンを押してください。

CDを取り出す際は、CD扉の窓からディスクの回転が止まつたことを

確認してください。回転中に扉を開けるとCD面が傷ついたり、けが

の原因になります。

再生マーク¬ 
「

J量重量二
¬

レーベル面を手前にして

しっかり装着してください

読み込みが終わるとディスプレイに

収録されている曲数を表示します。

鰈

8
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CDを聴く (つづき)

魃

●スキップ再生
・再生中にスキップ (+)ボタンを押すことに、次の

曲に進んで曲の最初から再生します。

再生中にスキップ (―)ボタンを押すとその曲の最

初に戻つて再生します。2回続けて押すと前の曲の

最初から再生します (押すことに前の曲に戻つて再

生します)。

●サーチ再生

再生中にスキップ (十)ボタンを押し続けると早送り

になります。

再生中にスキップ (―)ボタンを押し続けると早戻し

になります。

※小さな再生音が聴こえるので、その音を参考にしな

がら希望のところで指を離すと、そこから再生しま

す。

● 1曲リピ…卜再生
・再生中にリピートボタンを1回押すと、聴いている

曲を繰り返し再生します (ディスプレイに「RPT l」

と表示されます)。

・再生前にリピートボタンを押した場合は、スキップ (+

/一)ボタンで曲を選んでから再生/一時停止ボタ

ンを押すと、その曲を繰り返し再生します。

●全曲リピート再生

再生中、または再生前にリピートボタンを2回押すと、

全曲リピートモードになり、ディスク内の全曲が繰り

返し再生されます (ディスプレイに「RPtt ALL」 と

表示されます)。

リピート再生を解除するには

または2回押します。

ディスプレイの「RP丁」表示が消えるまで、リピートボタンを

9
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CDを聴く

０

●

如 菱 罐

再生前にプログラムボタンを押します。ディスプレイ
に「01」 とプログラムマークが点滅します。
※この時点滅した「01」 は、1番目の登録 (登録順)

を意味します。

スキップ (+/一)ボタンを押して登録したい曲番号
を選び、再度プログラムボタンを押して確定します。
※ディスプレイに「02」 が点滅し2番目に登録した
い曲を選択できるようになります。

ステップ2の操作を繰り返して、お好みのプログラム

を登録します (最大20曲まで登録できます)。

再生/一時停止ボタンを押すと、登録した順番で再
生が始まります。プログラム再生中はプログラムマー

クが点灯します。

再生を止めるときは、停止ボタンを押します。
※停止ボタンを1回押した場合、再生は停止しますが、

登録したプログラムは残つています(プログラムマー

クも点灯)。 この状態で再生/一時停止ボタンを押
すと、プラグラムの最初から再生します。

※停止ボタンを2回押すと、再生が停止し、プログラ
ムも解除されます (プログラムマーク消灯)。

曲番号を選び、プログラムボタンを

押すと曲番号が確定し、2曲目を選
べるようになります。

爾 鵬

●以下のいずれかの操作をするとプログラムが解除されます。

CD扉を開ける ファンクション切換スイッチをラジオまたは外部入力にする  電源スイッチを切る

●プログラム再生とリピート再生を併用すると、プログラムした曲順で繰り返し再生することができます。プ

ログラム再生中にリピートボタンを1回押すと、その曲を繰り返し再生し(ディスプレイに「RPT l」 表示)、 も

う一度押すと、プログラムした全曲をリピート再生します (ディスプレイに「RPT AL国 表示)。 リピートを解

除するには、ディスプレイの「RP可 表示が消えるまで、リピートボタンを1回または2回押します。

●プログラムを修正するには、再生前にプログラムボタンを押して変更したい曲順番号を選び、次にスキップ

(+///―)ボタンを使つて曲番号を変更し、最後にプログラムボタンを押して確定します。

10

剛

以下同様にブログラム登録操作を

繰り返してください。



CDを聴く (つづき)

鰈 :

ランダムマーク

再生中または停止中にランダムボタンを押すと、ラン

ダム再生になります。

※ディスプレイにランダムマークが表示されます。

●再生中に押した場合

再生中の曲をスキップし、次の曲からランダムに選ん

で再生します。

●停止中に押した場合

再生/一時停止ボタンを押さなくても、そのままラン

ダム再生をスタートします。

ヘッドホンで聴く

※停止ボタンを押すと、再生が停止し、ランダム再生

が解除されます (ランダムマーク消灯)。

※ランダム再生中にもう一度ランダムボタンを押す

と、ランダム再生が解除され、通常の再生に戻りま

す。

●ランダム再生中にリピートボタンを 1回押すと、再

生中の曲を繰り返し再生します。

●ランダム再生中にリピートボタンを2回押すと、ディ

スク内の全出を順不同で繰り返し再生します。

別売のヘッドホン (φ 35mmス テレオミニプラグ)を、本

機左側面にあるヘッドホン端子につなざます。ヘッドホンを

つなぐとスピーカーからの音は聴こえなくなります。

ヘッドホンをこ使用の際は、本機の

音量を下げた状態でヘッドホン端子

に接続してください。また、使用時

の音量の上げすぎにもこ注意くださ

い。聴力に悪い影響を及ぼす恐れが

あります。



外部機器に接続する

０

０

０

外部入力端子を使つて、外部機器と接続することができます。別売のφ35mmステレオミニプラグコードを

使つて接続した、ポータブルCDプレーヤーやMD、 デジタルオーディオブレーヤー等の音楽 音声を楽しめます。

本機および外部機器の電源が入つている場合は電源

を切ります。

本機のフアンクシヨン切換スイッチを外部入力に合わ

せます。

φ35mmステレオミニプラグコード鯛」売)を使つて、

外部機器の音声出力端子またはヘッドホン端子と、本

気の外部入力端子を接続します。

躙

外部機器の音声出力端子、

またはヘッドホン端子へ接続

本機と外部機器の電源を入れます。

接続したプレーヤーを再生します

本機および接続したプレーヤーの音量ツマミで音量

を調節します。再生 停止等の操作はプレーヤー側で

行つてください。

再生を止め、接続を解除するときは、必ず双方の機器

の電源を切つてから行つてください。

０

０

０

０

躙
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故障かなと思つたら

|:巌 |‐ 1泰|(崚:ぶ ltt‐■111‐ |=:

●全 般

●‐チェツク環目

。電源が入らない     □ACアダプターがしっかりとコンセントに差し込まれていますか。

□乾電池が消耗していませんか。乾電池の向きは正しいですか (乾電池利用時)。

・音が出ない       □音量が最」Чこなつていませんか。

ロヘッドホン端子にヘッドホンが差し込まれていませんか。

●CD部
。CDの再生が始まらない  □CDが裏返しに入つていませんか。

□CDがひどく汚れていませんか。

□規格外のディスクが入つていませんか。

ロレンズが汚れていませんか。

□CD扉はしつかりと閉まっていますか。

ロフアンクション切換スイッチは CDが選ばれていますか。

。CDの音が出ない    □一時停止状態になっていませんか。

□外部入力端子にの35mmステレオミニプラグが接続されていませんか。

・CDの音がとぶ     □結露状態になつていませんか。

ロレンズがひどく汚れていませんか。

□強い振動を与えていませんか。

□CDに大きな傷やひどい汚れがありませんか。

●ラジオ部

・ラジオに雑音が入る   □近くで携帯電話を使用していませんか。

ロテレビや蛍光灯の近くで AM放送を受信していませんか。

□外部入力端子にφ35mmス テレオミニプラグが接続されていませんか。

●その他

・ラジオは聴けるが    □乾電池の,肖耗がかなり進んでいます。新しい乾電池と交換してみてください (乾

CDが動かない     電池使用時)。

主な仕様

■電   源 :AClOO∨ (50/60Hz)DC6∨ (単 2形乾電池 ×4本/別売)

■消 費 電 力 :5W
■最 大 出 力 :500mW+500mW(rms)
■受信周波数 :FM 760～ 90 0MHz AM 530～ 1 605kHz

■ア ン テ ナ IFM ロッドアンテナ  AM フェライトバーアンテナ (内蔵)

■外 形 寸 法 :幅 188mm x高さ 155mm x奥行 100mm(ハ ンドルをたたんだ状態)

■質   量 1約 700g(乾電池含まず)

日付 属 品 :ACアダプター、取扱説明書 (保証書)

■乾電池使用時の連続動作可能時間の目安 :CD:約 20時間   ラジオ :約 50時間

(アルカリ乾電池新品使用、音量中程度にて)

※仕様および外観は予告なく変更する場合がありますのでこ了承ください。
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お手入れ方法

本体の汚れは、柔らかい布でから拭きしてください。汚

れがひどい時は、布をぬるま湯か薄めた中性洗斉1で湿ら

せ軽く拭いた後、から拭きしてください。

シンナー、ベンジン、アルコールなどは表面の仕上げを

傷めますので、絶対に使用しないでください。

レンズの汚れは音とびなど、再生ができなくなる原因と

なります。CD扉を開け、レンズについたほこりやゴミ

を市販のブロワーでクリーニングしてください。

※レンズ部分に布や綿棒などを当てたり、こすらないで

ください。故障の原因となります。

シンナー、ベンジン、
アルコールなどは
使用しない

保証書とアフターサービスについて

この製品には保証書がついておりますので、お買い上げの販売店よりお受け取りください。お受け取りになつ

た保証書は、記載内容および「販売店、お買い上げ年月日」などの記入事項をお確かめの上、大切に保管して

ください。必要事項が記載されていない場合は、すぐにお買い上げの販売店にお申し出ください。保証期間は

お買い上げ日より1年間です。

な艤蝙 魃 簸麟麟薔譲鶉蒻
●調子が悪いときは

修理を依頼される前に、この取扱説明書をよくこ覧になり正しく使われているかお調べください。それでも調

子が悪いときは、お買い上げの販売店、または弊社修理こ相談センターにこ相談ください。

●保証期間中は

保証書の記載内容に基づいて修理いたします。詳しくは保証書をこ覧ください。

●保証期間が過ぎた場合は

修理によって機能が維持できる場合は、お客様のこ要望により有償修理させていただきます。お買い上げの販

売店、または弊社修理こ相談センターにこ相談ください。
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1 取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書に従つた使用状態で、保証期間内に故障した場合のみ無料修理い

たします。

2 保証期間中でも次の場合には有料修理となります。

(イ )使用上の誤り、または、自己修理、分解、調整、改造等による故障及び損傷

(□ )お買い上げ後の輸送、移動、落下等による故障及び損傷

(八 )火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、/AN害、塩害、異常電圧、水掛り等による故障及び損傷

(二 )消耗または摩耗した部品、付属品の交換

(ホ )本書のこ提示がない場合

(へ)本書にお買上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは文字を書きかえられた場合

(但し、販売シールや領収証でも未記入項目の代用となります。)

(卜)本品本来の用途以外に使用された場合の故障及び損傷

(チ )一般家庭用以外(例 :業務用、または業務用に準ずる使用方法)で使用された場合の故障及び損傷

3.こ贈答、こ転居等で本保証書に記入のお買上げ販売店に修理をこ依頼になれない場合は、弊社修理こ相談

センターにお問い合わせください。

4 本書は日本国内においてのみ有効です。 This warranty is valid only in」 apan.

5.本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保管してください。

商品名 ステレオCDラジオ ☆お買上日 :     年   月   日

型 番
R瑞

衆卵 品番°
弓8:彩7932 保証期間 :本体¬年間(お買上げの日から)

お

客

様

★お名前 様

★ご住所 〒    ―

電話      (     )

修理メモ

★住所 店名 電話

販

売

店

(注)★印欄に記入の無い場合は無効となりますので、必ずご確認ください。

※この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修
理をお約束するものです。

※この保証書によって保証書を発行している者(保証責任者)、 及
びそれ以外の事業者に対するお客様の法律上の権利を制限する

ものではありません。
※保証期間経過後の修理についてこ不明の場合は、お買上げの販

売店または弊社修理こ相談センターにお問い合わせください。
※お客様にこ記入いただいた保証書の内容は、保証期間内のサー

ビス活動及びその後の安全点検活動のために記載内容を利用さ

せていただく場合がありますので、こ了承ください。

◎ Hぼk株 式会社 オーム電機
〒342‐8502埼 玉県吉川市旭3‐ 8
http:〃 www.ohm‐ e!ectric.co.jp

048‐992Ⅲ3970平日9:00～ 17:00

07‐7930//7931//7932A

製品に関するお問い合わせは お客様相談室 ヘ

0フ リーダイヤル (無料)0樹 帯電話 公衆電話からは

0120…963‐006 048‐ 992‐2735
電話1平日 9:00～ 17:30 土曜 9:00～ 17:00


